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資料 経６ 

 

 

 

第２次出雲市環境基本計画の中間見直しについて 

 

（概 要） 

本市では、環境の将来像「神話から未来へつなぐ さわやかな環境のまち・出雲」の実現を

目指して、本市の環境に係る総合的かつ中長期的な施策の方向、その他環境の保全及び創造の

推進のため、平成２５年（2013）３月に本計画を策定しました。 

今年度、計画の中間目標値を設定していた平成２９年度（2017）までの実績をもとに出雲市

環境審議会で審議いただき、目標値等の見直しを行いましたので、その概要を報告します。 

 

１ 計画期間 

平成２５年度(2013)～平成３４年度(2022) 

２ 基本目標 

① 澄んだ空気ときれいな水に潤い 健康に暮らせるまち （生活環境） 

② 人と自然がふれあい ともに生きるまち (自然環境) 

③ 悠久の歴史が息づく 美観と快適空間のまち （快適環境） 

④ 地球を考え 地域から実践するまち （地球環境） 

⑤ 「もったいない」の心で築く 循環型のまち （循環型社会構築） 

⑥ ともに学び行動する 環境意識が高いまち （環境保全活動） 

３ 中間見直し 

計画に定めている４４項目の数値目標について、平成３４年度(2022)の最終目標値を既に

達成した項目、中間目標値と実績値との間に乖離が生じている項目を中心に、目標値等の見

直しを行いました。 

① 継  続（引き続き最終目標値達成に向けて取り組むもの）       ２５項目 

② 改  正（中間目標値と実績値との間に乖離が生じ、変更が必要なもの） １３項目 

③ 廃  止（施策の廃止等により実績値が把握できなくなったもの）     １項目 

④ 参考指標（市が事業主体でないため、実績値の把握のみ行うこととしたもの）５項目 

（次ページ以降の一覧表のとおり） 

４ 中間見直し後の目標値の適用期間 

平成３０年度(2018)～平成３４年度(2022)

全 員 協 議 会 資 料 

平成３１年（2019）３月２０日 

経 済 環 境 部 環 境 政 策 課 
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１）澄んだ空気ときれいな水に潤い 健康に暮らせるまち（生活環境） 

１-１ 大気環境の保全 

目標設定項目 
基準年度値 

(H23年度) 

H29 年度 

実績値 

中間目標値 

(H29年度) 

最終目標値 

(H34年度) 

新目標値 

(H34年度) 
区分 

大気汚染測定値(SPM) 

(環境基準 0.10㎎/㎥) 

0.015㎎/㎥ 

(H22年度) 

基準値内 

（H28年度） 
基準値内 基準値内 基準値内 継続 

公用車へのクリーンエネルギー自動

車導入率(導入台数） 

1.5% 

(8台) 

3.2% 

(12 台) 

10.6％ 

(58台) 

19.6% 

(107台) 
100% 

改正 
近年の自動車の低燃費技術の向上のため、「クリーンエネルギー車」から「低

燃費かつ低排出ガス認定車」へ定義を改め、目標値も改正します。 

１-２ 水環境の保全 

目標設定項目 
基準年度値 

(H23年度) 

H29 年度 

実績値 

中間目標値 

(H29年度) 

最終目標値 

(H34年度) 

新目標値 

(H34年度) 
区分 

類型指定河川水質の環境基準達成率

（BOD75%値） 
100% 100％ 100% 100% 100% 継続 

類型未指定河川水質の市環境基準達

成率（BOD5㎎/ℓ 以下） 
100% 91.6％ 100% 100% 100% 継続 

湖沼水質の環境基準達成率 

（宍道湖、神西湖）（COD75%値） 
0% 0％ 100% 100% 100% 継続 

海域水質（海水浴場）の市基準達成

率（COD2㎎/ℓ 以下）（COD平均値） 
100% 100% 100% 100% 100% 継続 

廃食油回収量 

47,466ℓ 17,200ℓ 47,500ℓ 50,000ℓ 17,000ℓ 

改正 生活スタイルの変化により油類を使用しなくなった結果、年々、回収量は減

少しています。今後も回収量が増加する見込みがないため、平成 29年度実績

値を維持することとし、目標値を改正します。 

汚水処理人口普及率 

77.8% 86.6% 83.8% 87.9% 89.5％ 

改正 
「出雲市汚水処理施設整備計画（既成計画）」に基づく効率的かつ計画的な

取組を推進することとし、目標値を改正します。 

水洗化率（接続率） 

86.6% 91.0 88.0% 89.% 93.5％ 

改正 
「出雲市汚水処理施設整備計画（既成計画）」に基づく効率的かつ計画的な

取組を推進することとし、目標値を改正します。 

１-３健康に暮らせる環境の保全 

目標設定項目 
基準年度値 

(H23年度) 

H29 年度 

実績値 

中間目標値 

(H29年度) 

最終目標値 

(H34年度) 

新目標値 

(H34年度) 
区分 

自動車騒音の環境基準達成率 100％ 100% 100% 100% 100% 継続 

航空機騒音の環境基準達成率 
100％ 

(22年度) 
100% 100% 100% 100% 継続 

ダイオキシン類の環境基準達成率 
100％ 

(22年度) 

100% 

(H28年度) 
100% 100% 100% 継続 
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２）人と自然がふれあい ともに生きるまち（自然環境） 

２-１ 野生動物との共生 

目標設定項目 
基準年度値 

(H23年度) 

H29 年度 

実績値 

中間目標値 

(H29年度) 

最終目標値 

(H34年度) 

新目標値 

(H34年度) 
区分 

ホタルの生息が確認された地区 

の割合 

49% 

（21地区） 

74% 

(32 地区) 

51% 

（22地区） 

54% 

（23地区） 

80％ 

（35地区） 

改正 ホタルは種を問わず、良好な自然環境の指標として有効であることから、目

標指標項目をゲンジボタルからホタル全種を対象とすることとし、目標値も改

正します。 

２-２ 豊かな自然とのふれあい 

目標設定項目 
基準年度値 

(H23年度) 

H29 年度 

実績値 

中間目標値 

(H29年度) 

最終目標値 

(H34年度) 

新目標値 

(H34年度) 
区分 

市主催の自然体験事業の参加者数 

10,462人 11,093人 10,500人 10,500人 14,000人 

改正 
今後も、参加者増につながるようメニューの検討、広報等に努めることとし、

目標値を改正します。 

自然体験市有施設の利用者数 118,655人 111,710 人 124,700人 130,800人 130,800人 継続 

グリーンツーリズムの受入団体数 6団体 8 団体 7団体 8団体 8団体 継続 

２-３ 森林と農地の保全と再生 

目標設定項目 
基準年度値 

(H23年度) 

H29 年度 

実績値 

中間目標値 

(H29年度) 

最終目標値 

(H34年度) 

新目標値 

(H34年度) 
区分 

森林整備面積（累計） 40ha 167ha 150ha 170ha 170ha 継続 

間伐等実施面積（累計） 

420ha 1,084ha 700ha 720ha 1,400ha 

改正 
今後も、市公有林及び民有林における間伐又は保育が適正に実施されていな

い森林を中心に間伐等を推進することとし、目標値を改正します。 

市産材取扱量 

2,700㎡ 9,166㎥ 3,600㎡ 3,800㎡ 10,000㎡ 

改正 引き続き、森林組合及び林業事業体とともに、市産材を集荷・供給する仕組

みづくりを進め、公共施設等における積極的な市産材利用を推進することと

し、目標値を改正します。 

新規林業就業者数（累計） 1人 11 人 10人 12人 12人 継続 

アグリビジネススクール卒業者数

（累計） 
251人 438 人 491人 691人 691人 継続 

学校給食における地場産品の利用割

合 

35% 56% 40% 45% 60% 

改正 これまで国が実施する地産地消調査の１７品目を対象としていましたが、本

県での生産量が少ない品目（砂糖、種実類、油脂類など）を除いた県調査で用

いる１１品目を対象とすることとし、目標値も改正します。 
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３）悠久の歴史が息づく 美観と快適空間のまち（快適環境） 

３-１ 景観保全緑地の確保 

目標設定項目 
基準年度値 

(H23年度) 

H29 年度 

実績値 

中間目標値 

(H29年度) 

最終目標値 

(H34年度) 

新目標値 

(H34年度) 
区分 

1人当たりの公園面積 16.7㎡ 17.1㎡ 16.8㎡ 17.0㎡ 17.0㎡ 継続 

３-２ 環境美化の推進 

目標設定項目 
基準年度値 

(H23年度) 

H29 年度 

実績値 

中間目標値 

(H29年度) 

最終目標値 

(H34年度) 

新目標値 

(H34年度) 
区分 

市主催の環境啓発イベント（ポイ捨

て一掃大作戦、不法投棄パトロール

など）の参加者数 

9,618人 12,102人 13,000人 14,000人 14,000人 継続 

一斉清掃参加者数（海岸、宍道湖） 10,013人 10,030人 11,000人 12,000人 12,000人 継続 

美化サポートクラブ登録団体数 29団体 39 団体 40団体 50団体 50団体 継続 

４）地球を考え 地域から実践するまち（地球環境） 

４-１ 地球温暖化防止の取組 

目標設定項目 
基準年度値 

(H23年度) 

H29 年度 

実績値 

中間目標値 

(H29年度) 

最終目標値 

(H34年度) 

新目標値 

(H34年度) 
区分 

市の事務及び事業から発生する 

ＣＯ２排出量 

8,616t-CO2 7,664t-CO2 7,997t-CO2 7,757t-CO2 7,500t-CO2 

改正 引き続き CO2の排出削減に努め、庁舎冷暖房の温度管理と温室管理、不要な

照明の消灯など省エネルギーへの取組を徹底することとし、目標値を改正しま

す。 

市有施設（事務部門）の電気 

使用量 
10,935,200kwh 10,370,227kWh 10,115,200Kwh 9,732,300kwh 9,732,300kwh 継続 

ＬＥＤ防犯灯の設置基数 

401基 3,308基 1,888基 3,138基 5,800基 

改正 

更なるＬＥＤ化を推進することとし、目標値を改正します。 

エコライフチャレンジしまね（環境

家計簿）登録世帯数 

884世帯 ― 1,000世帯 1,000世帯 ― 

廃止 
県では、平成２９年度（2017）以降登録世帯数が把握されていないため、こ

の目標指標は廃止します。 

学校版エコライフチャレンジしまね

登録小中学校割合 

100％ 100％ 100％ 100％ ― 
参考

指標 県の施策であるため目標値を設定しないこととします。ただし、参考指標と

して引き続き状況と実績値を把握します。 

ISO14001、エコアクション 21認証 

取得事業者数 

34事業所 39 事業所 40事業所 50事業所 ― 

参考

指標 
ISO14001、エコアクション 21の認証取得に係る補助制度は、県の施策であ

るため目標値を設定しないこととします。ただし、参考指標として引き続き状

況と実績値を把握します。 

再生可能エネルギー導入市有施設数 9施設 14 施設 14施設 16施設 16施設 継続 
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目標設定項目 
基準年度値 

(H23年度) 

H29 年度 

実績値 

中間目標値 

(H29年度) 

最終目標値 

(H34年度) 

新目標値 

(H34年度) 
区分 

再生可能エネルギー普及啓発事業へ

の参加者数 

0人 339 人 100人 100人 150 人 

改正 引き続き、再生可能エネルギーに対する意識醸成を図るためのセミナーや市

内にある再生可能エネルギー関連施設の見学会等を開催することとし、目標値

を改正します。 

５）「もったない」の心で築く 循環型のまち（循環型社会構築） 

５-１ 廃棄物対策と資源循環の推進 

目標設定項目 
基準年度値 

(H23年度) 

H29 年度 

実績値 

中間目標値 

(H29年度) 

最終目標値 

(H34年度) 

新目標値 

(H34年度) 
区分 

ごみ排出量 62,632ｔ 60,230t 60,117ｔ 57,602ｔ 57,602t 継続 

ごみ再資源化量 12,239ｔ 7,475ｔ 13,543ｔ 14,846ｔ 14,846ｔ 継続 

ごみ最終処分量 9,104ｔ 8,863ｔ 8,539ｔ 7,973ｔ 7,973ｔ 継続 

リサイクル団体回収補助登録団体数 90団体 89 団体 100団体 100団体 100団体 継続 

５-２ 環境と経済の好循環の推進 

目標設定項目 
基準年度値 

(H23年度) 

H29 年度 

実績値 

中間目標値 

(H29年度) 

最終目標値 

(H34年度) 

新目標値 

(H34年度) 
区分 

「しまねエコショップ」登録店舗数 

32団体 27 店舗 36団体 40団体 ― 

参考

指標 

県の施策であるため、目標値を設定しないこととします。ただし、参考指標

として引き続き状況と実績値を把握します。 

※県において「しまねエコショップ」は、業種を問わず環境にやさしい取組を

実施する店舗を登録する制度へと見直しを行い、名称を「しまエコショップ」

へ変更される予定です。変更後は「「しまエコショップ」登録店舗数」として、

引き続き状況と実績値を把握します。 

「しまねグリーン製品」登録製品数 

44製品 48 製品 48製品 52製品 ― 
参考

指標 県の施策であるため、目標値を設定しないこととします。ただし、参考指標

として引き続き状況と実績値を把握します。 

６）ともに学び行動する 環境意識が高いまち 

６-１ 環境学習・環境保全活動の推進 

目標設定項目 
基準年度値 

(H23年度) 

H29 年度 

実績値 

中間目標値 

(H29年度) 

最終目標値 

(H34年度) 

新目標値 

(H34年度) 
区分 

斐川環境学習センターの利用者数 

3,841人 4,609人 4,000人 4,000人 5,000人 

改正 
魅力ある環境講座や教室等を企画し、ホームページや広報紙を通じて市民の

利用を呼びかけ、更なる利用者増を目指して目標値を改正しますます。 

ごみ減量化アドバイザー等の派遣回

数 
83回 60 回 100回 100回 100回 継続 
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目標設定項目 
基準年度値 

(H23年度) 

H29 年度 

実績値 

中間目標値 

(H29年度) 

最終目標値 

(H34年度) 

新目標値 

(H34年度) 
区分 

こどもエコクラブ登録団体数 

19団体 9 団体 25団体 30団体 ― 
参考

指標 公益財団法人日本環境協会の取組であるため、目標値は設定しないこととし

ます。ただし、参考指標として引き続き状況と実績値を把握します。 

６-２ 環境情報の提供と共有 

目標設定項目 
基準年度値 

(H23年度) 

H29 年度 

実績値 

中間目標値 

(H29年度) 

最終目標値 

(H34年度) 

新目標値 

(H34年度) 
区分 

環境新聞発刊 6回 年 24回 30回 40回 40回 継続 
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第１章 第 2次出雲市環境基本計画の中間見直しに当たって 

 

１．国際社会と日本の環境政策の動向 

東日本大震災による原子力発電施設の事故後、国のエネルギー政策の見直しにより、再生可能エネ

ルギーへの転換をはじめとした環境施策への取組のほか、社会情勢や本市を取り巻く環境の変化に伴

い、地球環境を守るために、廃棄物の削減や自然環境の保全などに引き続き取り組むことが求められ

ています。 

国際社会においては、平成２８年（2016）１１月に発効した地球温暖化対策の新たな国際的な枠

組みである「パリ協定」のもとで、温室効果ガスの長期的な排出量削減に乗り出しています。我が国

でも国連に提出した「日本の約束草案」において、温室効果ガス排出量を平成４２年度（2030）に

平成２５年度（2013）比 26.0％削減する目標を掲げています。 

国では、平成３０年（2018）４月に第五次環境基本計画が閣議決定され、パリ協定発効や国連持

続可能な開発目標（SDGS）制定等の内容を盛り込み、持続可能な社会に向けた重点戦略を定めまし

た。 

こうした国等の環境政策の方向性を踏まえ、本市では「新たな出雲の國づくり計画『出雲未来図』

後期基本計画」において、「環境先進都市の構築」を目指し「環境保全施策の推進」、「市民協働による

一斉清掃等の実施」、「野生動植物との共生と自然環境保護」、「地球温暖化・省エネルギー対策」等の

施策に取り組むこととしています。 

２．第２次環境基本計画の中間見直し 

 第 2次出雲市環境基本計画は、出雲市環境基本条例第８条の規定に基づき、本市の環境に係る総合

的かつ中長期的な施策の方向、その他環境の保全及び創造の推進を図り、環境の将来像「神話から未

来へつなぐ さわやかな環境のまち・出雲」の実現を目指して、平成２５年（2013）３月に策定し

ました。 

 この計画期間は、平成２５年度（2013）から平成３４年度（2022）までの１０年間とし、第 2

次出雲市環境基本計画の目標達成に向けた施策の推進について、中間目標値を設定していた平成２９

年度（2017）までの実績を基に、平成３０年度（2018）に中間見直しを行い平成３０年(2018)4

月から適用します。 

 

３．見直しの基本的な考え方 

 中間見直しであるため、出雲市の目指す環境の将来像、基本目標は継承することとし、これまでの
施策の推進状況の検証を行うとともに、出雲市総合計画（「新たな出雲の國づくり計画『出雲未来図』

後期基本計画」）、社会情勢の変化などを踏まえ、「最終目標値」を再設定し、施策の推進方法を一部見

直します。 

 

 

 

※注意書き：２０１９年５月から元号が変わる予定です。改元後の元号表記については、読替えるこ

ととします。
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＜環境の将来像＞ 

 「神話から未来へつなぐ さわやかな環境のまち・出雲」 

 

 「神話から未来へつなぐ」 

  出雲を象徴する国引き神話で語られる雄大な自然環境の創出、また、出雲の先人から脈々と受け継

がれてきた「豊かな環境」や「もったいない心」などを確実に未来へ引き継いでいく決意をあらわし

ています。 

 

 「さわやかな環境のまち・出雲」 

  澄んだ空気やきれいな水、そして豊かな緑、人と人、人と自然との関わりなど、あらゆる面におい

て「さわやかな環境のまち」を実現するため、環境に優しいまちづくりを行い、環境への先進的な取

組を積極的に実施する「環境先進都市」を実現し、環日本海の玄関口として持続的に発展する「出雲」

をめざしていくことをあらわしています。 

＜基本目標＞  

 

 

 
 
 
１．澄んだ空気ときれいな水に潤い 健康に暮らせるまち（生活環境） 

   出雲市は、空気や川がきれいで公害のないまち、市民の安全・安心を守るまちをめざします。 

 

２．人と自然がふれあい ともに生きるまち（自然環境） 

   出雲市は、斐伊川や宍道湖、山や海などの豊かな自然を大きな財産とし、人と自然が共生するま

ちをめざします。 

 

３．悠久の歴史が息づく 美観と快適空間のまち（快適環境） 

   出雲市は、神話のふるさととして、歴史や文化など地域の特性を生かした潤いと安らぎのあるま

ちをめざします。 

 

４．地球を考え 地域から実践するまち（地球環境） 

   出雲市は、全ての市民が地球環境保全を自らの問題として認識し、一人ひとりの生活からそれを

実践していくまちをめざします。 

 

５．「もったいない」の心で築く 循環型のまち（循環型社会構築） 

   出雲市は、常にものを大切にする心を持ち、資源の循環を図り、環境への負担の少ない持続的発

展が可能なまちをめざします。 

 

６．ともに学び行動する 環境意識が高いまち（環境保全活動） 

   出雲市は、環境先進都市を創造していくため、市、市民、事業者が各自意識啓発を図り、連携し

て環境保全に取り組むまちをめざします。 

１．澄んだ空気ときれいな水に潤い 健康に暮らせるまち 

２．人と自然がふれあい ともに生きるまち 

３．悠久の歴史が息づく 美観と快適空間のまち 

４．地球を考え 地域から実践するまち 

５．「もったいない」の心で築く 循環型のまち 

６．ともに学び行動する 環境意識が高いまち 
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４．中間目標値の達成状況及び目標指標の見直し 
平成２４年度(2012)から平成２９年度(2017)までの実績値により中間目標値達成状況を検証し、

出雲市の環境の現状分析を行いました。 

分析の方法は下記の手法により、各目標設定項目（中間・最終）について評価を行いました。 

  

＜評価基準＞ 

  ○ 中間目標値（最終目標値）を達成した。 

  △ 中間目標値（最終目標値）を達成できなかったが、基準年度値より改善した。 

  × 中間目標値（最終目標値）が達成出来ず、かつ、基準年度値より悪くなった。 

 

＜中間目標値達成状況の概要＞ 

評価種類 該当項目数 該当割合 

○項目 24項目 ５４．５％ 

△項目 １１項目 ２５．０％ 

×項目  9項目 ２０．５％ 

目標設定項目 44項目中、○（中間目標値を達成した。）は 24項目の 54.5％（うち、最終目

標値も達成した項目が 19項目の 43.2％）、△（中間目標値を達成できなかったが、基準年度値

より改善した。）は 1１項目の 25.0％で、基準年度（平成 23年度（2011））から改善した割合

は 79.5％であり、本計画の施策推進により成果が現れています。 

また、×（基準年度（平成 23年度（2011））から悪くなった）は９項目の２０.５％となって

います。社会情勢の変化への対応や、更なる啓発活動が求められます。 

 

＜目標指標の見直し＞ 

   中間目標値の達成状況や目標達成度の検証、計画策定以降の社会情勢を踏まえ、以下の方針に

基づき、目標指標の見直しを行います。 

  

①【 継 続 】 目標の達成・未達成にかかわらず、今後も取組が必要なものについては、目標指

標として継続します。 

   

②【 改 正 】 最終目標値を達成した目標設定項目及び計画策定（中間目標値）以降の社会情勢

の変化等により、実績値と乖離した目標設定項目は最終目標値を見直します。 

   

③【 廃 止 】 施策の廃止等により、実績値の把握ができないものについては、指標項目から除

外します。 

  

  ④【参考指標】市が事業主体の施策でないため、市の環境施策を推進することを目的とした本計

画の目標指標として馴染まないものについては、目標値を設定しないこととします。 

ただし、参考指標として引き続き状況と実績値を把握します。 

 

 

 

～次ページ以降、目標設定項目ごとに実績を踏まえ見直しを行います～  
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1）澄んだ空気ときれいな水に潤い 健康に暮らせるまち（生活環境） 

１-１ 大気環境の保全 

【中間目標値達成状況】 

○項目：「大気汚染測定値（SPM）」 

△項目：「市公用車へのクリーンエネルギー自動車導入率」 

【目標指標の見直し】 

●「大気汚染測定値（SPM）」は、【継続】して状況を把握します。 

●「市公用車へのクリーンエネルギー自動車導入率」は、クリーンエネルギー自動車の定義を改め、目

標値も【改正】します。 

 

（ ）大気汚染測定値（SPM） 

大気汚染物質名 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

浮遊粒子状物質

（ＳＰＭ）

年平均値 ㎎ ㎥ 未

１日平均値 ㎎ ㎥ 未

１時間値 ㎎ ㎥ 未

基準年度値

（ 年度）

年平均値 ㎎ ㎥

１日平均値 ㎎ ㎥

１時間値 ㎎ ㎥

中間目標値 → → → → → 基準値内

中間目標値達成状況 ○ ○ ○ ○ ○ 未

最終目標値 → → → → → → 基準値内

最終目標値達成率 ○ ○ ○ ○ ○ 未

資料 島根県環境生活部 大気汚染測定結果報告書 

※参考基準（市独自基準） 

・浮遊粒子状物質（SPM）：年平均値 0.10㎎/㎥以下【本計画の基準値として適用】 

※環境基準 

・浮遊粒子状物質（SPM）：1時間値の１日平均値が 0.10㎎/㎥以下で、かつ、１時間値が 0.20㎎/㎥以下 

＜現状分析＞ 

 各年度、環境基準値内を達成しました。 

 大気汚染の防止については、今後も大気汚染防止法や県公害防止条例に基づき、関係機関と連携し

て監視と指導を行います。また、廃棄物の処理及び清掃に関する法律により禁止されている野外での

ごみの焼却について、監視と指導を徹底します。 
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（ ）市公用車へのクリーンエネルギー自動車導入率（導入台数） 

年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

導入率（台数）

導入率

導入台数 台） 台 台 台 台 台

基準年度値（ 年度）
台

中間目標 → → → → →
％

台

中間目標値達成状況 △ △ △ △ △ △

最終目標値 → → → → → →
台

最終目標値達成状況 △ △ △ △ △ △

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜現状分析＞ 

 現行のクリーンエネルギー車の対象は、電気自動車、ハイブリッド車を対象としています。 

電気自動車は、下記の３点の課題があり導入が進まない状況です。 

  ①充電設備が必要である。 

  ②走行距離が限られる。 

  ③電源供給を前提としており、災害時の活用が困難。 

＜目標指標の改正＞ 

近年の自動車の低燃費技術の向上のため、クリーンエネルギー車に限らず、低燃費かつ低排出ガス

認定車へ定義を改め、目標値も改正ます。 

   

低燃費かつ低排出ガス認定車とは、 

１．エネルギーの使用の合理化に関する法律（省エネルギー法）に基づく燃費基準（トップランナ

ー基準）を早期達成し、 

 ２．かつ国土交通省の「低排出ガス車認定実施要領」に基づく低排出ガス認定を受けている自動車 

を言います。 

 

現行導入率 
 

変更後最終目標値 

74％ 100％ 
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１－２ 水環境の保全  

【中間目標値達成状況】 

 ○項目：「類型指定河川水質の環境基準達成率（BOD75％値）」 

「海域水質（海水浴場）の市基準達成率（COD 2㎎／ℓ以下）」 

「汚水処理人口普及率」、「水洗化率（接続率）」 

×項目：「類型未指定河川水質の市基準達成率（BOD 5㎎／ℓ以下）」 

「湖沼水質の環境基準達成率（宍道湖、神西湖）（COD75％値）」 

「廃食油回収量」 

【目標指標の見直し】 

●「類型指定河川水質の環境基準達成率（BOD75％値）」、「類型未指定河川水質の市基準達成率

（BOD75％値）」、「湖沼水質の環境準達成率（COD75％値）」、「海域水質（海水浴場）の市基準達

成率（COD平均値）」は、【継続】して状況を把握します。 

●「汚水処理人口普及率」は、「出雲市汚水処理施設整備計画（既成計画）」に基づく効率的かつ計画的

な取組を推進することとし、目標値を【改正】します。 

●「水洗化率（接続率）」は、最終目標値を達成しているため、目標値を【改正】します。 

●「廃食油回収量」は、生活スタイルの変化や健康志向等の社会情勢の変化に伴い、家庭で油類を消費

することが少なくなったため、目標値を【改正】します。 

 

（ ）類型指定河川水質の環境基準達成率（BOD75%値） 

年 度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

達 成 率

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 
中間目標値達成状況 × × × ○ ○ ○

最終目標値 → → → → → → 
最終目標値達成率 × × × ○ ○ ○

※参考 

水域名
環境基準

     
類型 基準値 地点数

斐伊川 本川 ＡＡ １㎎/ℓ以下 ２

神戸川
上流 ＡＡ １㎎/ℓ以下 ２

下流 Ａ 2 ㎎/ℓ以下 ２

平田船川
上流 Ａ 2 ㎎/ℓ以下 
下流 Ａ 2 ㎎/ℓ以下  

湯谷川
上流 Ａ 2 ㎎/ℓ以下  
下流 Ａ 2 ㎎/ℓ以下  

＜現状分析＞ 

 河川の水質は、下水道の整備や合併浄化槽の普及に伴って改善されてきており、平成２７年度

(2015）以降全ての河川において環境基準を達成しました。 

 今後も水質浄化に関する啓発を進め、公共下水道や農業集落排水、合併浄化槽などの排水処理施設

の整備を進めます。 
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（ ）類型未指定河川水質の市環境基準達成率（BOD5㎎/ℓ以下） 

年 度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

達 成 率

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 
中間目標値達成状況 ○ ○ ○ ○ ○ ×

最終目標値 → → → → → → 
最終目標値達成状況 ○ ○ ○ ○ ○ ×

※参考 

河川名
環境基準

     
類型 基準値

山王川 Ｃ 5mg/ℓ以下

論田川 Ｃ 5mg/ℓ以下 
小境川 Ｃ 5mg/ℓ以下 
新内藤川 Ｃ 5mg/ℓ以下 
赤川 Ｃ 5mg/ℓ以下 

新町下水 Ｃ 5mg/ℓ以下 
古井手川 Ｃ 5mg/ℓ以下 
十間川 Ｃ 5mg/ℓ以下 
保知石川 Ｃ 5mg/ℓ以下 

九景川農業排水路 Ｃ 5mg/ℓ以下 
姉谷川 Ｃ 5mg/ℓ以下 
常楽寺川 Ｃ 5mg/ℓ以下 

（ ）湖沼水質の環境基準達成率（宍道湖、神西湖）（COD75%値） 

年 度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

達 成 率

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 
中間目標値達成状況 × × × × × ×

最終目標値 → → → → → → 
最終目標値達成状況 × × × × × ×

※参考 

水域名
環境基準

類型 基準値

宍道湖 Ａ ㎎ ℓ以下

神西湖 Ｂ ㎎ ℓ以下

＜現状分析＞ 

 これまで各河川とも環境基準値を達成していましたが、平成２９年度（2017）に古井手川（冬季

の水質検査）で環境基準値を超過しました。 

 今後も水質浄化に関する啓発を進め、公共下水道や農業集落排水、合併浄化槽などの排水処理施設

の整備を進めます。 

＜現状分析＞ 

 ２湖沼は環境基準を達成していませんが、宍道湖の COD75%値は近年ほぼ横ばいであり、神西湖

においては平成２６年度(2014)から数値の改善がみられます。今後も島根県の「第６期宍道湖・中

海湖沼水質保全計画」、「神西湖水環境保全指針」に基づく水環境保全の取組を推進します。 
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（ ）海域水質（海水浴場）の市基準達成率（COD2㎎/ℓ以下）（COD平均値） 

年 度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

達 成 率

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → →

中間目標値達成状況 × ○ ○ ○ ○ ○

最終目標値 → → → → → →

最終目標値達成状況 × ○ ○ ○ ○ ○

※参考 

水域名
環境基準

類型 基準値

おわし海水浴場 Ａ ㎎ ℓ以下

キララビーチ ― ㎎ ℓ以下 
河下海水浴場 ― ㎎ ℓ以下 
猪目海水浴場 ― ㎎ ℓ以下 
稲佐の浜海水浴場 ― ㎎ ℓ以下 
田儀海水浴場 ― ㎎ ℓ以下 

（ ）廃食油回収量  

年 度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

回 収 量 ℓ ℓ ℓ ℓ ℓ ℓ

基準年度値（ 年度） ℓ

中間目標値 → → → → → ℓ

中間目標値達成状況 × × × × × ×

最終目標値 → → → → → → ℓ

最終目標値達成状況 × × × × × ×

＜現状分析＞ 

平成 25 年度(2013)から環境基準を達成しています。今後も河川からのごみ、汚濁物質の流出

を防止し、水質の改善に努めます。 

 

＜現状分析＞ 

 回収量は、年々減少しています。 

 生活スタイルの変化や健康志向により、家庭で油類を消費することが少なくなったことにより、

回収量が減少したと考えられます。 

＜目標指標の改正＞ 

 上記の理由により、回収量の増加が見込まれないため、平成２９年度(2017)実績値を維持する方

針とし、目標値を改正ます。 

現行最終目標値  変更後最終目標値 

50,000ℓ 17,000ℓ 
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（ ）汚水処理人口普及率  

年 度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

汚水処理人口普及率

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 
中間目標値達成状況 △ △ ○ ○ ○ ○

最終目標値 → → → → → → 
最終目標値達成状況 △ △ △ △ △ △

（ ）水洗化率（接続率） 

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

水洗化率（接続率）

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 
中間目標値達成状況 × ○ ○ ○ ○ ○

最終目標値 → → → → → → 
最終目標値達成状況 × × × ○ ○ ○

＜現状分析＞ 

 年々、汚水処理人口普及率は上昇し、平成 26年度(2014)には中間目標値を達成しました。 

＜目標指標の改正＞ 

 今後も、「出雲市汚水処理施設整備計画（既成計画）」に基づく効率的かつ計画的な取組を推進す

ることとし、目標値を改正します。 

 現行最終目標値  変更後最終目標値 

87.9％ 89.5％ 

 

＜現状分析＞ 

 水洗化率は年々上昇し、平成 25 年度(201３)には中間目標値に達成し、さらに、平成 27 年度

(2015)には最終目標値も達成しました。 

＜目標指標の改正＞ 

 今後も、「出雲市汚水処理施設整備計画（既成計画）」に基づく効率的かつ計画的な取組を推進す

ることとし、目標値を改正します。 

 現行最終目標値 

 

変更後最終目標値 

89.0％ 93.5％ 
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１－３健康に暮らせる環境の保全  

【中間目標値達成状況】 

 ○項目：「自動車騒音の環境基準達成率」 

「航空機騒音の環境基準達成率（WECPNL値 75以下）」 

「ダイオキシン類の環境基準達成率」 

 △・×項目：なし 

【目標指標の見直し】 

●「自動車騒音の環境基準達成率」、「航空機騒音の環境基準達成率（WECPNL値 75以下）」、「ダイオ

キシン類の環境基準達成率」は、【継続】して状況を把握します。 

 

（ ）自動車騒音の環境基準達成率  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

環境基準達成率     
基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 
中間目標値達成状況 × × ○ ○ ○ ○

最終目標値 → → → → → → 
最終目標値達成状況 × × ○ ○ ○ ○

 ※参考 

年 度 路線名 評価区間開始点～終点
評価対象

戸 数

環境基準

達成戸数

環境基準

達 成 率

年度

一般国道 号 大津町 ～ 今市町 戸 戸 ％

一般国道 号 小境灘 ～ 平田新田 戸 戸 ％

県道斐川出雲大社線 武志町 ～ 稲岡町 戸 戸 ％

合 計 戸 戸 ％

年度

一般国道 号 神西沖町 ～ 多伎町久村 戸 戸 ％

一般国道 号 渡橋町 ～ 塩冶町 戸 戸 ％

県道十六島直江停車場線 斐川町島田 ～ 斐川町直江 戸 戸 ％

合 計 戸 戸 ％

年度

一般国道 号 斐川町荘原 ～ 斐川町併川 戸 戸 ％ 
一般国道 号 塩冶町 ～ 朝山町 戸 戸 ％ 
斐川出雲大社線 高岡町 ～大社町北荒木 戸 戸 ％ 

合 計 戸 戸 ％ 

年度

一般国道 号 斐川町直江 ～ 斐川町学頭 戸 戸 ％

一般国道 号・出雲大社線 今市町 ～ 高松町 戸 戸 ％

矢尾今市線 今市町 ～ 高岡町 戸 戸 ％

合 計 戸 戸 ％

年度

一般国道 号 高松町 ～ 大島町 戸 戸 ％

県道十六島直江停車場線 西代町 ～ 西郷町 戸 戸 ％

県道多伎江南出雲線 今市町 ～ 塩冶神前 戸 戸 ％

合 計 戸 戸 ％

年度

一般国道 号 斐川町併川 ～ 大津町 戸 戸 ％

斐川出雲大社線 斐川町名島 ～ 高岡町 戸 戸 ％

一般国道 号 小境灘 ～ 平田新田 戸 戸 ％

合 計 戸 戸 ％
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（ ）航空機騒音の環境基準達成率（WECPNL値 75以下）

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

環境基準達成率      
基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 
中間目標値達成状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○

最終目標値 → → → → → → 
最終目標値達成状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○

（ ）ダイオキシン類の環境基準達成率

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

環境基準達成率      未

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 
中間目標値達成状況 ○ ○ ○ ○ ○ 未

最終目標値 → → → → → → 
最終目標値達成状況 ○ ○ ○ ○ ○ 未

※参考

観測地点 年度 年度 年度 年度 年度 年度

大 気 １地点 １地点 １地点 １地点 １地点 １地点 
公

共 
水 
域 

水質 
河川 ２地点 ― ― ２地点 １地点 ― 
海域 ― ― ― ― ― ― 

底質 
河川 ２地点 ― ― ２地点 １地点 ― 
海域 ― ― ― ― ― ― 

地下水 １地点 １地点 １地点 ２地点 １地点 １地点 
土 壌 ― ― ２地点 １地点 １地点 １地点 

 
 
 
 

＜現状分析＞ 

 自動車騒音については、「自動車騒音常時監視５カ年計画」に基づき調査を実施しています。平成

26年度(2014)以降の測定路線では、環境基準を達成しています。引き続き、騒音、振動等の発生

源への監視や指導を徹底します。 

＜現状分析＞ 

 環境基準を達成しています。今後も県と連携を図りながら、環境基準監視や発生源対策、公害苦

情対応を進めます。 

＜現状分析＞ 

 ダイオキシン類は、微量でも人の健康に有害な影響を及ぼすおそれのある物質で、出雲保健所に

おいてダイオキシン類対策特別措置法に基づき常時監視を行っています。今後も関連法に基づき監

視します。 
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２）人と自然がふれあい ともに生きるまち（自然環境） 

２－１ 野生動物との共生 

【中間目標値達成状況】 

○項目：「ゲンジボタルの生息が確認された地区の割合」

【目標指標の見直し】 

●「ゲンジボタルの生息が確認された地区の割合」は、種をゲンジボタルに限らずヘイケボタルなどの

全種を対象とすることとし、目標値も【改正】します。

ホタルの生息が確認された地区の割合

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

生息地区の割合
地区 地区  地区  地区  地区  地区

基準年度値（ 年度）
地区

中間目標値 → → → → → 
地区

中間目標値達成状況 × × ○ ○ ○ ○

最終目標値 → → → → → → 
（ 地区）

最終目標値達成状況 × × ○ ○ ○ ○

＜現状分析＞ 

H26年度(2014)以降、中間目標値と最終目標値を達成しています。 

引き続き、状況把握を行います。 

＜目標指標の改正＞ 

ホタルは種を問わず、良好な自然環境の指標として有効であることから、目標指標項目をゲンジ

ボタルからホタル全種を対象とすることとし、目標値も【改正】します。 

現行目標指標項目 変更後目標指標項目 

ゲンジボタルの生息が確

認された地区の割合 

ホタルの生息が確認さ

れた地区の割合

現行最終目標値 変更後最終目標値 

５４％ 

（23地区） 

８0％ 

（３５地区） 
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２－２ 豊かな自然とのふれあい 

【中間目標値達成状況】 

 ○項目：「市主催の自然体験事業の参加者数」 

「グリーンツーリズムの受入団体数」 

×項目：「自然体験市有施設の利用者数」 

【目標指標の見直し】 

●「自然体験市有施設の利用者数」、「グリーンツーリズムの受入団体数」は、【継続】して状況を把握し

ます。 

●「市主催の自然体験事業の参加者数」は、更に参加者増につながる取組を推進することとし、目標値

を【改正】します。 

 

（ ）市主催の自然体験事業の参加者数  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

参加者数 人 人 人 人 人 人

基準年度値（ 年度） 人

中間目標値 → → → → → 人

中間目標値達成状況 ○ ○ ○ ○ ○ 〇

最終目標値 → → → → → → 人

最終目標値達成状況 ○ ○ ○ ○ ○ 〇

 

（ ）自然体験市有施設の利用者数  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

利用者数 人 人 人 人 人 人

基準年度値（ 年度） 人

中間目標値 → → → → → 人

中間目標値達成状況 × ○ × × × × 
最終目標値 → → → → → → 人

最終目標値達成状況 × ○ × × × × 
※参考＜自然体験市有施設＞ 

うさぎ森林公園・目田森林公園・見晴らしの丘公園・風の子楽習館・浜遊自然館・わかあゆの里 

天王山キャンプ場・飯の原農村公園（吉栗の郷） 

＜現状分析＞ 

 市の施設において、さまざまな自然体験事業を実施しています。 

＜目標指標の改正＞ 

今後も、参加者増につながるようメニューの検討、広報等に努めることとし、目標値を改正しま

す。 

 現行最終目標値 

 

変更後最終目標値 

10,500人 14,000人 

 

＜現状分析＞ 

 自然体験市有施設８施設において、今後、更に利用者増につながるよう魅力的なイベントを開催

するとともに、様々なツールを積極的に活用し、情報発信に努めます。 
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（ ）グリーンツーリズムの受入団体数  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

受入団体数 団体 団体 団体 団体 団体 団体

基準年度値（ 年度） 団体

中間目標値 → → → → → 団体

中間目標値達成状況 △ △ ○ ○ ○ ○

最終目標値 → → → → → → 団体

最終目標値達成状況 △ △ ○ ○ ○ ○

 ※参考〈受入団体〉 

  出雲古志古民家塾・一縁荘須佐の縁我逢人・伊藤農園いちじく畑の家・稗原やまびこ農園 

  優生の郷 美笑縁・鵜鷺げんきな会・NPO法人ふるさとつなぎ・たまちハウス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜現状分析＞ 

 平成 26年度(2014)には、中間目標値と最終目標値を達成しました。しかしながら、近年の団体

数は横ばい傾向にあります。今後も受入団体の維持・増加に努めます。 
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２－３ 森林と農地の保全と再生 

【中間目標値達成状況】 

 ○項目：「森林整備面積」（累計） 

「間伐等実施面積」（累計） 

「市産材取扱量」 

 「新規林業就業者数」（累計） 

 「学校給食における地場産品の使用割合」 

△項目：「アグリビジネススクール累計修了者数」 

【目標指標の見直し】 

●「森林整備面積」、「新規林業就業者数」、「アグリビジネススクール累計修了者数」は、【継続】して

状況を把握します。 

●「間伐等実施面積」、「市産材取扱量」は、最終目標値を達成していることから、更に取組を推進する

ため目標値を【改正】します。 

●「学校給食における地場産品の使用割合」は、県が実施する地産地消調査で用いる１１品目を対象と

することとし、目標値を【改正】します。 

 

（ ）森林整備面積  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

面積

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 
中間目標値達成状況 △ △ △ △ △ ○ 
最終目標値 → → → → → → 
最終目標値達成状況 △ △ △ △ △ △

 

（ ）間伐等実施面積  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

面積

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 
中間目標値達成状況 △ △ ○ ○ ○ ○ 
最終目標値 → → → → → → 
最終目標値達成状況 △ △ ○ ○ ○ ○ 

＜現状分析＞ 

 森林整備面積は、着実に増加しています。 

今後も、市、市民、事業者が連携し、一体となった取組を推進するとともに、森林の適正な管理

に努めます。 

＜現状分析＞ 

 平成２６年度(2014)には中間目標値、最終目標値とも達成しました。 

＜目標指標の改正＞ 

 今後も、市公有林及び民有林における間伐又は保育が適正に実施されていない森林を中心に間伐

等を推進することとし、目標値を改正します。 

  現行最終目標値 

 

変更後最終目標値 

720ha 1,400ha 
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（ ）市産材取扱量  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

取扱量 ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥ ㎥

基準年度値（ 年度） ㎥

中間目標値 → → → → → ㎥

中間目標値達成状況 △ ○ ○ ○ ○ ○

最終目標値 → → → → → → ㎥

最終目標値達成状況 △ ○ ○ ○ ○ ○

（ ）新規林業就業者数  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

人 数 5 人 6 人 6 人 7 人 9 人 人

基準年度値（ 年度） 人

中間目標値 → → → → → 人

中間目標値達成状況 △ △ △ △ △ ○

最終目標値 → → → → → → 人

最終目標値達成状況 △ △ △ △ △ △

（ ）アグリビジネススクール累計修了者数  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

累計修了者数 人 人 人 人 人 人

基準年度値（ 年度） 人

中間目標値 → → → → → 人

中間目標値達成状況 △ △ △ △ △ △

最終目標値 → → → → → → 人

最終目標値達成状況 △ △ △ △ △ △

＜現状分析＞ 

 平成２５年度(2013)には中間目標値と最終目標値とも達成しました。 

＜目標指標の改正＞ 

引き続き、森林組合及び林業事業体とともに、市産材を集荷・供給する仕組みづくりを進め、公

共施設等における積極的な市産材利用を推進することとし、目標値を改正します。 

 

  現行最終目標値 

 

変更後最終目標値 

3,800 ㎥ 10,000 ㎥ 

 

＜現状分析＞ 

 年々増加傾向にあり、平成 29年度(2017)には中間目標値を達成しました。 

引き続き、就業者の増加に努めます。 

＜現状分析＞ 

 年々増加傾向にありますが、中間目標値は達成できませんでした。 

引き続き、人材確保に努めます。 
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（ ）学校給食における地場産品の使用割合  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

使用割合

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 

中間目標値達成状況 △ △ △ ○ ○ ○

最終目標値 → → → → → → 

最終目標値達成状況 △ △ △ △ △ ○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜現状分析＞ 

 年々使用割合は増加しています。平成２７年度(2015)には中間目標を達成し、平成２９年度

(2017)に最終目標値を達成しました。 

 地元産食材の活用にあたっては、需要と供給のバランスが重要なことから、関係団体で組織する

「学校給食マッチング会議」の中で、密接な情報交換を図ります。 

＜目標指標の改正＞ 

これまで国が実施する地産地消調査の１７品目を対象としていましたが、本県での生産量が少な

い品目（砂糖、種実類、油脂類など）を除いた県調査で用いる１１品目を対象とすることとし、目

標値も【改正】します。 

 

 現行最終目標値 

 

変更後最終目標値 

45% 60% 
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３）悠久の歴史が息づく 美観と快適空間のまち（快適環境） 

３－１ 景観保全緑地の確保 

【中間目標値達成状況】 

 ○項目：「1人あたりの公園面積」は、中間目標値、最終目標値とも達成しました。 

【目標指標の見直し】 

●「1人あたりの公園面積」は、【継続】して状況を把握します。 

 

１人当たりの公園面積  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

１人あたりの

公園面積
㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

基準年度値（ 年度） ㎡

中間目標値 → → → → → ㎡

中間目標値達成状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○

最終目標値 → → → → → → ㎡

最終目標値達成状況 △ △ △ ○ ○ ○

 

３－２ 環境美化の推進 

【中間目標値達成状況】 

 △項目：「市主催の環境啓発イベント（ポイ捨て一掃大作戦、不法投棄パトロールなど）の参加者数」 

「一斉清掃参加者数」 

「美化サポートクラブ登録団体数」 

【目標指標の見直し】 

●「市主催の環境啓発イベント（ポイ捨て一掃大作戦、不法投棄パトロールなど）の参加者数」、「一斉

清掃参加者数」、「美化サポートクラブ登録団体数」は、【継続】して取組を推進します。 

 

（ ）市主催の環境啓発イベント（ポイ捨て一掃大作戦、不法投棄パトロールなど）の参加者数  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

参加者数 人 人 人 人 人 人

基準年度値（ 年度） 人

中間目標値 → → → → → 人

中間目標値達成状況 △ △ ○ ○ ○ △

最終目標値 → → → → → → 人

最終目標値達成状況 △ △ △ ○ ○ △

＜現状分析＞ 

 近年は横ばい傾向ですが、平成２7年度(2015)には、中間目標値、最終目標値とも達成しました。 

 本市は微増ながら人口が増加していますが、公園面積も今後、微増が見込めるため、最終目標値

は達成できる見込みです。 

＜現状分析＞ 

 平成 27 年度(2015)、平成 28 年度(2016)は、中間目標値を達成しましたが、平成 29 年度

(2017)は達成できませんでした。引き続き「出雲市ポイ捨て禁止推進協議会」を中心に啓発活動を

推進します。 
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（ ）一斉清掃参加者数  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

参加者数 人 人 人 人 人 人

基準年度値（ 年度） 人

中間目標値 → → → → → 人

中間目標値達成状況 △ × × △ △ △

最終目標値 → → → → → → 人

最終目標値達成状況 △ × × △ △ △

（ ）美化サポートクラブ登録団体数  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

登録団体数 団体 団体 団体 団体 団体 団体

基準年度値（ 年度） 団体

中間目標値 → → → → → 団体

中間目標値達成状況 △ △ △ △ △ △

最終目標値 → → → → → → 団体

最終目標値達成状況 △ △ △ △ △ △

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜現状分析＞ 

 近年の参加者数は横ばい傾向にあり、目標指標値は達成できませんでした。 

今後も、広報等により市民一斉クリーンデー等の参加拡大を図ります。 

＜現状分析＞ 

 年々増加傾向にありますが、わずかに目標指標値には達しませんでした。 

 引き続き、自主的に美化活動を行っている団体等に加入促進を図ります。 
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４）地球を考え 地域から実践するまち（地球環境） 

４－１ 地球温暖化防止の取組 

【中間目標値達成状況】 

 ○項目：「市の事務及び事業から発生する CO２排出量」 

「LED防犯灯の設置基数」 

「学校版エコライフチャレンジしまね参加小中学校割合」 

「再生可能エネルギー導入市有施設数」 

「再生可能エネルギー普及啓発事業への参加者数」 

△項目：「市有施設（事務部門）の電気使用量」 

 「エコライフチャレンジしまね（環境家計簿）登録世帯数」 

 「ISO14001、エコアクション 21認証取得事業所数」 

【目標指標の見直し】 

●「市有施設（事務部門）の電気使用量」、「再生可能エネルギー導入市有施設数」は、【継続】して取組

を推進します。 

●「市の事務及び事業から発生する CO２排出量」は、省エネルギーへの取組を徹底することとし、目標

値を【改正】します。 

●「LED防犯灯の設置基数」、「再生可能エネルギー普及啓発事業への参加者数」は、最終目標値を達成

していることから、更に取組を推進するため目標値を【改正】します。 

●「エコライフチャレンジしまね（環境家計簿）登録世帯数」（県事業）は、登録数が把握されていない

ため、【廃止】します。 

●「学校版エコライフチャレンジしまね参加小中学校割合」、「ISO14001、エコアクション 21認証取

得事業所数」は、県の施策であるため目標値を設定しないこととします。ただし、【参考指標】として

引き続き状況と実績値を把握します。 

 

（ ）市の事務及び事業から発生する CO2排出量  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

排出量

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 
中間目標値達成状況 × ○ ○ ○ ○ ○ 
最終目標値 → → → → → → 
最終目標値達成状況 × △ △ ○ ○ ○ 

＜現状分析＞ 

 平成 25年度(2013)から中間目標値を達成し、平成 27年度(2015)には最終目標値を達成しま

した。 

＜目標指標の改正＞ 

引き続き CO２の排出削減に努め、庁舎冷暖房の温度管理と温室管理、不要な照明の消灯など省エ

ネルギーへの取組を徹底することとし、目標値を改正します。 

  現行最終目標値 

 

変更後最終目標値 

7,757t- CO２ 7,500t- CO２ 
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（ ）市有施設（事務部門）の電気使用量  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

使用量

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 

中間目標値達成状況 △ △ ○ ○ △ △

最終目標値 → → → → → → 

最終目標値達成状況 △ △ △ △ △ △

（ ）LED防犯灯の設置基数  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

基 数 基 基 基 基 基 基

基準年度値（ 年度） 基

中間目標値 → → → → → 基

中間目標値達成状況 △ △ △ △ ○ ○ 
最終目標値 → → → → → → 基

最終目標値達成状況 △ △ △ △ △ ○ 

（ ）エコライフチャレンジしまね（環境家計簿）登録世帯数  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

世帯数 世帯 世帯 世帯 世帯 世帯 ―

基準年度値（ 年度） 世帯

中間目標値 → → → → → 世帯

中間目標値達成状況 △ △ △ △ △ ―

最終目標値 → → → → → → 世帯

最終目標値達成状況 △ △ △ △ △ ―

＜現状分析＞ 

 施設で使用するエネルギーを重油から CO２排出量の少ない電力に移行したことで、電気使用量が

増加しました。また、気象条件により冷暖房機の使用割合が増減しています。 

＜現状分析＞ 

 平成 28年度(2016)に中間目標値を達成し、平成 29年度(2017)には最終目標値を達成してい

ます。引き続き、市が管理する防犯灯のＬＥＤ化や、町内会等が設置するＬＥＤ防犯灯への支援を

行います。 

＜目標指標の改正＞ 

更なる LED化を推進することとし、目標値を改正します。 

  現行最終目標値 

 

変更後最終目標値 

3,138基 5,800基 

 

＜目標指標の廃止＞ 

【県事業】 

 県では、平成２９年度（2017）以降登録世帯数が把握されていないため、この目標指標は廃止

します。 
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（ ）学校版エコライフチャレンジしまね参加小中学校割合 

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

割 合

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 
中間目標値達成状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○

最終目標値 → → → → → → 
最終目標値達成状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○

（ ） SO14001、エコアクション 21認証取得事業所数 

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

事業所数 事業所 事業所 事業所 事業所 事業所 事業所

基準年度値（ 年度） 事業所

中間目標値 → → → → → 事業所

中間目標値達成状況 × ○ ○ ○ △ △

最終目標値 → → → → → → 事業所

最終目標値達成状況 × △ △ △ △ △

＜現状分析＞ 

 平成 23 年度(2011)以降、100%を維持しています。今後も、100%を維持する可能性は極め

て高い状況です。 

＜目標指標の改正＞ 

県の施策であるため目標値を設定しないことととします。ただし、【参考指標】として引き続き状

況と実績値を把握します。 

  現行最終目標値 

 

変更後最終目標値 

１００％ 【参考指標】とする 

 

＜現状分析＞ 

ISO14001、エコアクション 21の取得には費用がかかるため、県でも積極的に推進されていな

いのが現状です。 

＜目標指標の改正＞ 

 ISO14001、エコアクション 21の取得に係る補助金制度は、県の施策であるため目標値を設定

しないこととします。ただし、【参考指標】として引き続き状況と実績値を把握します。 

現行最終目標値 

 

変更後最終目標値 

５０事業所 【参考指標】とする 
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（ ）再生可能エネルギー導入市有施設数  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

施設数 施設 施設 施設 施設 施設 施設

基準年度値（ 年度） 施設

中間目標値 → → → → → 施設

中間目標値達成状況 △ △ △ △ ○ ○

最終目標値 → → → → → → 施設

最終目標値達成状況 △ △ △ △ △ △

（ ）再生可能エネルギー普及啓発事業への参加者数  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

参加者数 人 人 人 人 人 人

基準年度値（ 年度） 人

中間目標値 → → → → → 人

中間目標値達成状況 △ ○ ○ ○ ○ ○

最終目標値 → → → → → → 人

最終目標値達成状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜現状分析＞ 

 平成 28年度(2016)以降、中間目標値を達成しています。 

 再生可能エネルギーについて、民間事業者によるメガソーラーなどの発電設備も含めると、市内

の再生可能エネルギー発電設備（固定価格買取制度適用分）の合計出力は 148,946kW（平成 29

年(2017)3月現在）で、県内で最大となっています。 

 地球温暖化防止のため引き続き導入を進めます。 

＜現状分析＞ 

 平成 25年度(2013)以降、中間目標値と最終目標値とも達成しています。平成２９年度（2017）

は、北山植栽事業を実施したため参加者数が増加しています。 

＜目標指標の改正＞ 

引き続き、再生可能エネルギーに対する意識醸成を図るためのセミナーや市内にある再生可能エ

ネルギー関連施設の見学会等を開催することとし、目標値を改正します。 

 

  現行最終目標値 

 

変更後最終目標値 

１００人 １５０人 
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５）「もったない」の心で築く 循環型のまち（循環型社会構築） 

５－１  廃棄物対策と資源循環の推進 

【中間目標値達成状況】 

 △項目：「ごみ排出量」 

「ごみ最終処分量」 

×項目：「ごみ再資源化量」 

「リサイクル団体回収補助登録団体数」 

【目標指標の見直し】 

●「ごみ排出量」、「ごみ再資源化量」、「ごみ最終処分量」、「リサイクル団体回収補助登録団体数」は、【継

続】して状況を把握し、取組を推進します。 

 

（ ）ごみ排出量  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

排出量 ｔ ｔ ｔ ｔ

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 
中間目標値達成状況 △ △ △ △ ○ △

最終目標値 → → → → → → 
最終目標値達成状況 △ △ △ △ △ △

（ ）ごみ再資源化量  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

再資源化量 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 
中間目標値達成状況 × × × × × ×

最終目標値 → → → → → → 
最終目標値達成状況 × × × × × ×

※参考 

項 目 年度 年度 年度 年度 年度 年度

ごみ再資

源化量

公用回収 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

民間回収 ― ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

合 計 ― ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

※民間回収の数値は、事業所への調査に回答があったもののみの合計値です。

＜現状分析＞ 

 近年は排出量が減少傾向にありますが、平成２９年度(2017)は増加に転じ、中間目標値を達成で

きませんでした。 

 引き続き、生ごみの水切りの徹底、ごみ減量化にかかる環境学習教室やごみ分別説明会を通して

ごみ排出量の削減を図ります。 

＜現状分析＞ 

 市の公用収集におけるごみ再資源化量は、民間のリサイクル回収（拠点）の増加に伴い減少傾向

にありますが、引き続き公用収集によるごみ再資源化に努めます。 
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（ ）ごみ最終処分量  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

最終処分量 ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

基準年度値（ 年度）

中間目標値 → → → → → 
中間目標値達成状況 ○ ○ ○ ○ △ △

最終目標値 → → → → → → 
最終目標値達成状況 △ △ △ △ △ △

（ ）リサイクル団体回収補助登録団体数  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

団体数 団体 団体 団体 団体 団体 団体

基準年度値（ 年度） 団体

中間目標値 → → → → → 団体

中間目標値達成状況 △ △ △ △ × ×

最終目標値 → → → → → → 団体

最終目標値達成状況 △ △ △ △ × ×

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜現状分析＞ 

 平成 24 年度(2012)から平成 27 年度(2015)までは、中間目標を達成していましたが、平成

28年度(2016)以降は達成できませんでした。 

 引き続き、ごみ排出量を削減し、ごみ再資源化量を拡大させることで、ごみ最終処分量の削減を

図ります。 

 

＜現状分析＞ 

 民間のリサイクル収集が広がりつつある中で、団体回収のメリット感が少なくなったことが一因

であると考えます。 

 今後、本補助制度については、あり方を検討します。 
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５－２ 環境と経済の好循環の推進 

【中間目標値達成状況】 

 ○項目：「しまねグリーン製品」登録製品数 

×項目：「しまねエコショップ」登録店舗数 

【目標指標の見直し】 

●「「しまねエコショップ」登録店舗数」、「「しまねグリーン製品」登録製品数」は、県の施策であるた

め目標値を設定しないこととします。ただし、【参考指標】として引き続き状況と実績値を把握します。 

  

（ ）「しまねエコショップ」登録店舗数 

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

店舗数 店舗 店舗 店舗 店舗 店舗 店舗

基準年度値（ 年度） 店舗

中間目標値 → → → → → 店舗

中間目標値達成状況 × × × × × ×

最終目標値 → → → → → → 店舗

最終目標値達成状況 × × × × × ×

 

（ ）「しまねグリーン製品」登録製品数 

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

製品数 製品 製品 製品 製品 製品 製品

基準年度値（ 年度） 製品

中間目標値 → → → → → 製品

中間目標値達成状況 △ × △ × △ ○

最終目標値 → → → → → → 製品

最終目標値達成状況 △ × △ × △ △

＜現状分析＞ 

 【県事業】減少傾向にありましたが、平成２９年度（2017）は増加しました。 

＜目標指標の改正＞  

県の施策であるため目標値を設定しないこととします。ただし、【参考指標】として引き続き状

況と実績値を把握します。 

※県において「しまねエコショップ」は、業種を問わず環境にやさしい取組を実施する店舗を登録

する制度へと見直しを行い、名称を「しまエコショップ」に変更をされる予定です。変更後は「「し

まエコショップ」登録店舗数」とし、引き続き状況と実績値を把握します。 

現行最終目標値 

 

変更後最終目標値 

４０店舗 【参考指標】とする 

 

＜現状分析＞ 

 【県事業】年々増加傾向にあります。 

＜目標指標の改正＞  

県の施策であるため目標値を設定しないこととします。ただし、【参考指標】として引き続き状況

と実績値を把握します。 

  現行最終目標値 

 

変更後最終目標値 

５２製品 【参考指標】とする 
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６）ともに学び行動する 環境意識が高いまち（環境保全活動） 

６－１ 環境学習・環境保全活動の推進 

【中間目標値達成状況】 

 ○項目：「斐川環境学習センターの利用者数」 

×項目：「ごみ減量化アドバイザーの派遣回数」、「こどもエコクラブ登録団体数」 

【目標指標の見直し】 

●「ごみ減量化アドバイザーの派遣回数」は、【継続】して状況を把握し、取組を推進します。 

●「斐川環境学習センターの利用者数」は、最終目標値を達成していることから、更なる利用者増を目

指し目標値を【改正】します。 

●「こどもエコクラブ登録団体数」は、公益財団法人日本環境協会の取組であるため、目標値を設定し

ないこととします。ただし、【参考指標】として引き続き状況と実績値を把握します。 

 

（ ）斐川環境学習センターの利用者数  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

利用者数 人 人 人 人 人 人

基準年度値（ 年度） 人

中間目標値 → → → → → 人

中間目標値達成状況 ○ ○ × × × ○

最終目標値 → → → → → → 人

最終目標値達成状況 ○ ○ × × × ○

（ ）ごみ減量化アドバイザーの派遣回数  

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

派遣回数 回 回 回 回 回 回

基準年度値（ 年度） 回

中間目標値 → → → → → 回

中間目標値達成状況 ○ × ○ △ × ×

最終目標値 → → → → → → 回

最終目標値達成状況 ○ × ○ × × ×

＜現状分析＞ 

 平成 29年度(2017)には、中間目標値と最終目標値とも達成しました。 

＜目標指標の改正＞ 

 魅力ある環境講座や教室等を企画し、ホームページや広報紙を通じて市民の利用を呼びかけ、更

なる利用者増を目指し目標値を改正します。 

現行最終目標値 

 

変更後最終目標値 

4,000人 5,000人 

 

＜現状分析＞ 

 平成 29度(2017)には大幅に派遣回数が減少しました。 

アドバイザーの講習、研修内容の充実を図り、今後、新規登録者の募集等を含めて「ごみ減量化

アドバイザー」の PRを行います。 
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（ ）こどもエコクラブ登録団体数

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

団体数 団体 団体 団体 団体 団体 団体

基準年度値（ 年度） 団体

中間目標値 → → → → → 団体

中間目標値達成状況 × × × × × ×

最終目標値 → → → → → → 団体

最終目標値達成状況 × × × × × ×

６－２ 環境情報の提供と共有 

【中間目標値達成状況】 

△項目：「環境新聞の発刊」

【目標指標の見直し】 

●「環境新聞の発刊」は、【継続】して取組を推進します。

環境新聞の発刊 

目標設定項目 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度

発刊数 年 回 年 回 年 回 年 回 年 回 年 回

基準年度値（ 年度） 年 回

中間目標値 → → → → → 年 回

中間目標値達成状況 ○ △ △ △ △ △

最終目標値 → → → → → → 年 回

最終目標値達成状況 △ △ △ △ △ △

＜現状分析＞ 

年々減少傾向となっており、中間目標値は達成できませんでした。 

 平成２５年度(2013)までは登録団体に対し補助金を交付していましたが、平成２６年度(2014)

から補助金を廃止したため、こどもエコクラブに加入するメリット感がなくなり加入数は減少傾向

にありますが、その一方で未加入の幼稚園等で独自に環境活動を実施されている状況です。 

＜目標指標の改正＞ 

公益財団法人日本環境協会（こどもエコクラブ全国事務局）の取組であるため、目標値は設定し

ないこととします。ただし、【参考指標】として引き続き状況と実績値を把握します。 

  現行最終目標値 変更後最終目標値 

３０団体 【参考指標】とする 

＜現状分析＞ 

年々増加していますが、わずかに中間目標値を達成できませんでした。 

広報誌及びホームページ「出雲エコなび」を活用し、広報活動に努めます。 
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第２章 重点施策の推進 

 第 2 次出雲市環境基本計画の中間見直しにあたり、計画の策定年度（平成２５年度

（2013））から中間年度（平成２９年度（2017））までの５年間の実績を基に施策の進捗

状況を検証し、最終年度（平成３４年度（2022））までの指標項目及び目標値を再設定し 

ました。 

この中間見直しで検証したことを踏まえ、計画最終年度（平成３４年度（2022））まで 

の５年間は二酸化炭素の排出量削減や大気環境・水環境の保全、循環型社会の構築に向け、

現行計画で示す施策を継承するとともに、次の取組を重点施策として推進します。 

 

１．重点施策 

 １）澄んだ空気ときれいな水に潤い 健康に暮らせるまち 

  

  １－１ 大気環境の保全 

  ＜重点施策＞ 

   大気環境の状況を引き続き監視するほか、市の公用自動車更新時にはクリーンエネルギー車、

低燃費・低排出ガス認定車の導入を進めます。

○クリーンエネルギー車、低燃費・低排出ガス認定車の導入 

    市公用自動車の更新時には、クリーンエネルギー車、低燃費・低排出ガス認定車を順次導入

します。

 

  １－２ 水環境の保全 

  ＜重点施策＞ 

   近年、河川・海域の水質（BOD又は COD）は、環境基準値又は市環境基準を満たしています

が、湖沼（宍道湖、神西湖）の水質（COD）は環境基準を満たしていない状況が続いています。

市内の下水道普及率、水洗化率は一定水準に達しており生活排水の流入による影響については改

善されてきていることから、雨水や海水の影響も受けていると考えられています。 

   水環境に対する市民の関心を高めるとともに、水質保全の取組を積極的に推進していきます。 

 

  ○下水道（公共下水道、農業集落排水）、合併浄化槽などの整備推進 

    「出雲市汚水処理施設整備計画」に基づき、効率的かつ計画的な取組を推進し、当初の最終

目標値を上方修正し、水洗化率の向上を図ります。

  ○「神西湖水環境保全指針」に基づく水環境保全の取組 

    神西湖の水質は改善傾向にありますが、環境基準を達成していません。引き続き「神西湖水

環境保全指針」に基づき、広域的かつ継続的な水質浄化に取り組みます。

  ○島根県の「第６期（平成２６年度（2014）～平成３０年度（2018））宍道湖・中海湖沼水質

保全計画」の着実な推進 

    宍道湖の水質は、横ばい傾向であり環境基準を達成していません。引き続き「第６期宍道湖・

中海湖沼水質保全計画」に基づいた水質保全に資する事業に取り組みます。

 

 

 

 

 

29



30 
 

２）人と自然がふれあい ともに生きるまち 

   

２－２ 豊かな自然とのふれあい 

＜重点施策＞ 

 自然環境の保全とともに、自然とのふれいあいを通じて、自然環境の保全についての意識の高

揚を図るため、自然体験活動の推進や、自然体験施設の利用を推進します。 

 

 

 

 ５）「もったいない」の心で築く 循環型のまち 

 

  ５－１・２ 廃棄物対策と資源循環の推進 

  ＜重点施策＞ 

   循環型社会構築のため３R（リデュース（廃棄物の抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（再

資源化））を推進します。 

 

  ○第２次出雲市ごみ処理基本計画の着実な推進 

    「第２次出雲市ごみ処理基本計画」に基づき、より一層のごみの減量・再資源化及び適正な

処理の推進、また外国人が増加する中、多文化共生を図りながら、着実に施策を推進します。
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資 料 

 
 
 

１．目標値達成状況及び最終目標値再設定一覧 

２．出雲市の環境の状況 

３．出雲市環境審議会委員名簿
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体
団

体
団

体
団

体
【

継
続
】

最
終

年
△

 
△

 
○

 
○

 
○

 
○

森
林

整
備

面
積
（

累
計

）
中

間
年

△
△

△
△

△
○

【
継

続
】

最
終

年
△

△
△

△
△

△

間
伐

等
実

施
面
積

（
累

計
）

中
間

年
△

△
○

 
○

 
○

 
○

【
改

正
】

↑

最
終

年
△

△
○

 
○

 
○

 
○

【
改

正
】

今
後
も

、
市

公
有

林
及

び
民

有
林

に
お

け
る

間
伐

又
は

保
育

が
適

正
に

実
施

さ
れ

て
い

な
い

森
林

を
中

心
に

間
伐

等
を

推
進

す
る

こ
と

と
し

、
目

標
値

を
改

正
し

ま
す

。

市
産

材
取

扱
量

中
間

年
△

○
 

○
 

○
 

○
 

○
㎡

㎥
㎡

㎡
㎡

【
改

正
】

↑

最
終

年
△

○
 

○
 

○
 

○
 

○

【
改

正
】

引
き
続

き
、
森

林
組

合
及

び
林

業
事

業
体

と
と

も
に

、
市

産
材

を
集

荷
・
供

給
す

る
仕

組
み

づ
く

り
を

進
め

、
公

共
施

設
等

に
お

け
る

積
極

的
な

市
産

材
利

用
を

推
進

す
る

こ
と

と
し

、
目

標
値

を
改

正
し

ま
す

。
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基
本

目
標

目
標

設
定

項
目

基
準

年
度

値

年
度

年
度

実
績

値

中
間

目
標

値

年
度

最
終

目
標

値

年
度

新
目
標

値

年
度

見
直

し

方
針

新
規

林
業

就
業

者
数

（
累

計
）

中
間
年

△
△

△
△

△
○

人
人

人
人

人
【

継
続

】
最

終
年

△
△

△
△

△
△

ア
グ

リ
ビ

ジ
ネ

ス
ス

ク
ー

ル
累

計
修

了

者
数

中
間
年

△
△

△
△

△
△

人
人

人
人

人
【

継
続

】
最

終
年

△
△

△
△

△
△

学
校

給
食

に
お

け
る

地
場

産
品

の

利
用

割
合

中
間
年

△
△

△
○

 
○

 
○

【
改

正
】

↑

最
終
年

△
△

△
△

△
○

【
改
正

】

こ
れ
ま

で
国

が
実

施
す

る
地

産
地

消
調

査
の

１
７

品
目

を
対

象
と

し
て

い
ま

し
た

が
、
本

県
で

の
生

産
量

が
少

な
い

品
目

を
除

い
た

県
調

査
で

用
い

る
１

１
品

目

を
対
象

と
す

る
こ

と
と

し
、

目
標

値
を

改
正

し
ま

す
。

人
当

た
り

の
公

園
面

積
中

間
年

○
○

 
○

 
○

 
○

 
○

㎡
㎡

㎡
㎡

㎡
【

継
続

】
最

終
年

△
 

△
 

△
 

○
 

○
 

○

中
間
年

△
△

 
○

 
○

 
○

 
△

人
人

人
人

人
【

継
続

】
最

終
年

△
 

△
 

△
 

○
 

○
 

△

一
斉

清
掃

参
加

者
数

中
間
年

△
×

 
×

 
△

 
△

 
△

人
人

人
人

人
【

継
続

】
最

終
年

△
 

×
 

×
 

△
 

△
 

△

美
化

サ
ポ

ー
ト

ク
ラ

ブ
登

録
団

体
数

中
間
年

△
△

△
△

△
△

団
体

団
体

団
体

団
体

団
体

【
継

続
】

最
終
年

△
△

△
△

△
△

市
の

事
務

及
び

事
業

か
ら

発
生

す
る

Ｃ
Ｏ

２
排

出
量

中
間
年

×
○

 
○

 
○

 
○

 
○

【
改

正
】

↑

最
終
年

×
 

△
 

△
 

○
 

○
 

○

【
改
正

】

引
き
続

き
の

排
出

削
減

に
努

め
、

庁
舎

冷
暖

房
の

温
度

管
理

と
温

室
管

理
、

不
要

な
照

明
の

消
灯

な
ど

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

へ
の

取
組

の
徹

底
す

る
こ

と
と

し
、

目
標

値
を

改
正

し
ま

す
。

市
有

施
設

（
事

務
部

門
）

の
電

気

使
用

量

中
間
年

△
△

○
 

○
 

△
△

【
継

続
】

最
終
年

△
△

△
△

△
△
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基

本

目
標

目
標

設
定

項
目

基
準

年
度

値

年
度

年
度

実
績

値

中
間

目
標

値

年
度

最
終

目
標

値

年
度

新
目

標
値

年
度

見
直

し

方
針

Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
犯

灯
の
設

置
基

数

中
間

年
△

△
△

△
○

○
基

基
基

基
基

【
改

正
】

↑

最
終

年
△

△
△

△
△

○

【
改

正
】

更
な
る

Ｌ
Ｅ

Ｄ
化

を
推

進
す

る
こ

と
と

し
、

目
標

値
を

改
正

し
ま

す
。

エ
コ

ラ
イ
フ

チ
ャ
レ

ン
ジ

し
ま
ね
（

環
境

家
計

簿
）
登

録
世
帯

数

中
間

年
△

△
△

△
△

―
世

帯
―

世
帯

世
帯

―

【
廃

止
】

最
終

年
△

△
△

△
△

―

【
改

正
】

県
で
は

、
平

成
２

９
年

度
（

）
以

降
登

録
世

帯
数

が
把

握
さ

れ
て

い
な

い
た

め
、

目
標

指
標

を
廃

止
し

ま
す

。

学
校

版
エ

コ
ラ

イ
フ

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

ま

ね
参

加
小

中
学

校
割

合

中
間

年
○

○
○

○
○

○
％

％
％

％
―

【
参

考

指
標

】

最
終

年
○

○
○

○
○

○

【
参

考
指

標
】

県
の
施

策
で

あ
る

た
め

目
標

値
を

設
定

し
な

い
こ

と
と

し
ま

す
。

た
だ

し
、

参
考

指
標

と
し

て
引

き
続

き
状

況
と

実
績

値
を

把
握

し
ま

す
。

、
エ

コ
ア

ク
シ

ョ
ン

認
証

取
得

事
業
者

数

中
間

年
×

○
○

○
△

△
事

業
所

事
業

所
事

業
所

事
業

所
―

【
参

考

指
標

】

最
終

年
×

△
△

△
△

△

【
参

考
指

標
】

、
エ

コ
ア

ク
シ

ョ
ン

の
認

定
取

得
に

係
る

補
助

金
制

度
は

県
の

施
策

で
あ

る
た

め
、

目
標

値
を

設
定

し
な

い
こ

と
と

し
ま

す
。

た
だ

し
、

参
考

指
標

と
し

て
引

き
続

き
状

況
と

実
績

値
を

把
握

し
ま

す
。

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
導

入
市

有
施

設

数

中
間

年
△

△
△

△
○

○
施

設
施
設

施
設

施
設

施
設

【
継

続
】

最
終

年
△

△
△

△
△

△

再
生

可
能
エ

ネ
ル
ギ

ー
普

及
啓
発

事
業

へ
の

参
加
者

数

中
間

年
△

○
○

○
○

○
人

人
人

人
人

【
改

正
】

↑

最
終

年
○

○
○

○
○

○

【
改

正
】

引
き
続

き
、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
対

す
る

意
識

醸
成

を
図

る
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

や
市

内
に

あ
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
関

連
施

設
の

見
学

会
等

を
開

催
す

る

こ
と

と
し

、
目

標
値

を
改

正
し

ま
す

。

ご
み

排
出
量

中
間

年
△

△
△

△
○

△
ｔ

ｔ
ｔ

【
継

続
】

最
終

年
△

△
△

△
△

△

ご
み

再
資
源

化
量

中
間

年
×

×
×

×
×

×
ｔ

ｔ
ｔ

ｔ
ｔ

【
継

続
】

最
終

年
×

×
×

×
×

×
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基

本

目
標

目
標

設
定

項
目

基
準

年
度

値

年
度

年
度

実
績

値

中
間

目
標

値

年
度

最
終

目
標

値

年
度

新
目

標
値

年
度

見
直

し

方
針

ご
み

最
終

処
分
量

中
間

年
○

○
○

○
△

△
ｔ

ｔ
ｔ

ｔ
ｔ

【
継

続
】

最
終

年
△

△
△

△
△

△

リ
サ

イ
ク

ル
団
体

回
収

補
助

登
録

団
体

数

中
間

年
△

△
△

△
×

×
団

体
団

体
団

体
団

体
団

体
【

継
続
】

最
終

年
△

△
△

△
×

×

「
し

ま
ね

エ
コ

シ
ョ

ッ
プ

」
登

録
店

舗
数

中
間

年
×

×
×

×
×

×
団

体
店

舗
団

体
団

体
―

【
参

考

指
標

】

最
終

年
×

×
×

×
×

×

【
参

考
指

標
】

県
の
施

策
で

あ
る

た
め

目
標

値
を

設
定

し
な

い
こ

と
と

し
ま

す
。

た
だ

し
、

参
考

指
標

と
し

て
引

き
続

き
状

況
と

実
績

値
を

把
握

し
ま

す
。

※
県
に

お
い

て
「

し
ま

ね
エ

コ
シ

ョ
ッ

プ
」

は
「

し
ま

エ
コ

シ
ョ

ッ
プ

」
へ

制
度

の
見

直
し

と
名

称
変

更
を

さ
れ

る
予

定
で

す
。

変
更

後
は

「
「

し
ま

エ
コ

シ
ョ

ッ
プ

」
登

録
店

舗
数

」
と

し
、

引
き

続
き

状
況

と
実

績
値

を
把

握
し

ま
す

。

「
し

ま
ね

グ
リ
ー

ン
製

品
」
登

録
製

品
数

中
間

年
△

×
△

×
△

○
製

品
製

品
製

品
製

品
―

【
参

考

指
標

】

最
終

年
△

×
△

×
△

△

【
参

考
指

標
】

県
の
施

策
で

あ
る

た
め

目
標

値
を

設
定

し
な

い
こ

と
と

し
ま

す
。

た
だ

し
、

参
考

指
標

と
し

て
引

き
続

き
状

況
と

実
績

値
を

把
握

し
ま

す
。

斐
川

環
境

学
習
セ

ン
タ

ー
の

利
用

者
数

中
間

年
○

○
×

×
×

○
人

人
人

人
人

【
改

正
】

↑

最
終

年
○

○
×

×
×

○

【
改

正
】

魅
力
あ

る
環

境
講

座
や

教
室

等
を

企
画

し
、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

広
報

紙
を

通
じ

て
市

民
の

利
用

を
呼

び
か

け
、
更

な
る

利
用

者
増

を
目

指
し

目
標

値
を

改
正

し
ま

す
。

ご
み

減
量

化
ア
ド

バ
イ

ザ
ー

等
の

派
遣

回
数

中
間

年
○

×
○

△
×

×
回

回
回

回
回

【
継

続
】

最
終

年
○

×
○

×
×

×

こ
ど

も
エ

コ
ク
ラ

ブ
登

録
団

体
数

中
間

年
×

×
×

×
×

×
団

体
団

体
団

体
団

体
―

【
参

考

指
標

】

最
終

年
×

×
×

×
×

×

【
参

考
指

標
】

公
益
財

団
法

人
日

本
環

境
協

会
の

取
組

で
あ

る
た

め
、

目
標

値
は

設
定

し
な

い
こ

と
と

し
ま

す
。

た
だ

し
、

参
考

指
標

と
し

て
引

き
続

き
状

況
と

実
績

値
を

把
握

し
ま

す
。

環
境

新
聞

発
刊

中
間

年
○

△
△

△
△

△
回

年
回

回
回

回
【

継
続
】

最
終

年
△

△
△

△
△

△
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二酸化硫黄の環境基準達成状況

短期的評価：１時間あるいは１日ごとの評価

長期的評価：年間を通じた評価

平成２３年度 ○ ○

未

○ ○

未 未

年度
短期的評価 長期的評価

○ ○

平成２４年度

(参考）

年平均値

○ ○

○ ○

環境基準達成状況

○ ○

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

平成２９年度

窒素酸化物(N0＋N02)の環境基準達成状況

平成２３年度 ○

未平成２９年度

(参考）

年平均値
環境基準

達成状況

○

○

○

○

○

未

年度

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

浮遊粒子状物質（SPM）の環境基準達成状況

短期的評価：１時間あるいは１日ごとの評価

長期的評価：年間を通じた評価

平成２３年度 ○ ○

○

平成２９年度 未 未 未

○

○

平成２７年度 ○ ○

年度

環境基準達成状況 (参考）

年平均値

(㎎/㎥)短期的評価 長期的評価

○○

○

○平成２８年度

平成２４年度

平成２６年度

平成２５年度 ○

出雲市の環境の現状

１）生活環境

（１）大気

表 大気の環境基準達成状況

（２）水質（河川）

図１ 主要河川の環境基準達成状況－１（ ％値）

測定局：出雲保健所 

資料：島根県環境生活部 大気汚染測定結果報告書 

環境基準(1.0 ㎎/ℓ以下):神立橋（斐伊川）、野土橋（神戸川）、上乙立橋（神戸川）

環境基準(2.0 ㎎/ℓ以下):馬木橋（神戸川）、河口（神戸川）、西谷水門（平田船川）、 
旭町付近（平田船川）、旅伏駅水門（湯谷川）、東橋（湯谷川）

光化学オキシダント（Ox）の環境基準達成状況

年度
昼間の１時間の

年平均値(ppm)

昼間の１時間値

の最高値(ppm)

平成２４年度

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

平成２８年度

平成２９年度

環境基準

達成状況

×

×

×

×

×

×

未 未 未

平成２３年度
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図２ その他河川の水質状況－１（ ％値）

図３ その他河川の水質状況－２（ ％値）

市基準値(5.0 ㎎/ℓ以下)

市基準値(5.0 ㎎/ℓ以下)
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（３）水質（湖沼・海域）

図 宍道湖及び神西湖の環境基準達成状況（湖心） 値

図 宍道湖の環境基準達成状況（湖心）（全窒素・全りん）

全りん 環境基準 ㎎ ｌ以下 宍道湖

環境基準(5.0 ㎎/ℓ以下)：神西湖

環境基準(3.0 ㎎/ｌ以下)：宍道湖

全窒素 環境基準(0.4 ㎎/ℓ以下)：宍道湖

全りん 環境基準(0.03 ㎎/ℓ以下)：宍道湖

【宍道湖及び神西湖の環境基準達成状況】
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環境基準(3.0㎎/ℓ以下)：宍道湖

全窒素 環境基準(0.4㎎/ℓ以下)：宍道湖

全りん 環境基準(0.03㎎/ℓ以下)：宍道湖
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（３）水質（湖沼・海域）

図 宍道湖及び神西湖の環境基準達成状況（湖心） 値

図 宍道湖の環境基準達成状況（湖心）（全窒素・全りん）

全りん 環境基準 ㎎ ｌ以下 宍道湖

環境基準(5.0 ㎎/ℓ以下)：神西湖

環境基準(3.0 ㎎/ｌ以下)：宍道湖

全窒素 環境基準(0.4 ㎎/ℓ以下)：宍道湖

全りん 環境基準(0.03 ㎎/ℓ以下)：宍道湖
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環境基準(3.0㎎/ℓ以下)：宍道湖

全窒素 環境基準(0.4㎎/ℓ以下)：宍道湖

全りん 環境基準(0.03㎎/ℓ以下)：宍道湖

【宍道湖及び神西湖の環境基準達成状況】
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図 神西湖の環境基準達成状況（湖心）（全窒素・全りん）

図 海域水域（海水浴場）の市基準達成状況 平均値

全窒素 環境基準 ㎎ ℓ以下 神西湖

全りん 環境基準 ㎎ ℓ以下 神西湖

市基準値 ㎎ ℓ以下
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図 神西湖の環境基準達成状況（湖心）（全窒素・全りん）

図 海域水域（海水浴場）の市基準達成状況 平均値

全窒素 環境基準 ㎎ ℓ以下 神西湖

全りん 環境基準 ㎎ ℓ以下 神西湖

市基準値 ㎎ ℓ以下

40 
 

水道普及率

出雲

給水区域内人口

行政区域内人口

給水人口

斐川 全市大社　平田 佐田 多伎 湖陵

ｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾟﾗﾝﾄ

浄化槽

漁業集落排水

農業集落排水

特定環境保全

公共下水道

斐川 全市

公共下水道

出雲 平田 佐田 多伎 湖陵 大社　

計

（４）上下水道の状況

表２ 水道普及率（平成３０年３月３１日現在）

（単位：人、％）

表３ 下水道普及率（平成３０年３月３１日現在）

（単位：％）

（５）ダイオキシン類

表４ ダイオキシン類常時監視及び行政検査結果（平成２８年度）

地下水 斐川町 0.22pg-TEQ/ℓ 1pg-TEQ/ℓ

大気基準適用施設
島根県農林水産部
畜産課畜産病性鑑定室

0.031ng-TEQ/㎥Ｎ 5ng-TEQ/㎥N

水質 平田船川 0.45pg-TEQ/ℓ 1pg-TEQ/ℓ
底室 平田船川

項目 地点名 調査結果 環境基準

大気
出雲保健所
一般環境大気測定局

夏季：         0.01pg-TEQ/㎥
秋季：      0.0090pg-TEQ/㎥
冬季：       0.015pg-TEQ/㎥
春季：       0.038pg-TEQ/㎥

0.6pg-TEQ/㎥

（６）公害苦情

図８ 公害苦情件数の推移
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２）快適環境

（１）公園緑地

表５ 公園面積（平成 年 月 日）

総計

斐川

大社

湖陵

多伎

佐田

平田

出雲

地域 人口 都市公園 普通公園 その他公園 総計 １人当たり

（２）環境美化

図９ 不法投棄通報件数

（単位：人、㎡） 

42



42 
 

４）廃棄物

図１０ ごみ総排出量の推移

図１１ 区分別ごみ排出量の推移
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氏　名 所 属 ・ 役 職 等

会 長 森 本 直 知 島根県地球温暖化対策協議会取組評価委員会委員長

副 会 長 吾郷美奈恵 島根県立大学教授

委 員 糸 原 直 彦 出雲商工会議所専務理事

委 員 岩 﨑 知 久 環境省環境カウンセラー

委 員 岡 田 達 文 島根県農業協同組合出雲地区本部常務理事副本部長

委 員 烏 田 富 夫 出雲市環境保全連合会久多美支部　支部長

委 員 岸 野 聡 中国電力株式会社出雲営業所長

委 員 甲山美紀惠 大社地域自治協会連合会理事

委 員 島 林 益 三 出雲市環境保全連合会多伎支部環境美化活動推進員代表

委 員 清 水 康 子 元平田地域協議会副会長

委 員 園 山 純 前島根県不法投棄監視モニター

委 員 野 津 雅 子 島根県地球温暖化防止活動推進員

委 員 林 淑 恵 前西野幼稚園愛育会サポーター

委 員 福 田 実
出雲市コミュニティセンター長会理事・
久多美コミュニティセンター長

委 員 山 田 康 弘 出雲市環境保全連合会副会長・同伊波野支部会長

委 員 山 根 宏 出雲保健所環境衛生部環境保全課長

委 員 米 原 誠 ＣＥＡＲ環境マネジメントシステム審査員

委 員 渡 部 勝 出雲市議会環境経済委員会委員長

委 員 湯 淺 啓 史 出雲市議会環境経済委員会副委員長

【任期：平成３０年（2018）８月１日～平成３２年（2020）７月３１日】

出 雲 市 環 境 審 議 会 委 員 名 簿
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